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研究要旨 
障害のある人が、がんなど、障害の原疾患以外の疾病による医療機関の受診にあたり、

適切な対応を受けられるよう、受診時の困難や好ましい対応の事例を収集することを目的

として、当事者22名を対象にインタビューを行い、そのうち逐語録が得られた15名の回答

について計量テキスト分析を行った。その結果、医療機関受診時の課題は、受付、案内、

段差、説明に関するものであった。好ましい配慮は、待ち時間が少なくなる工夫や、視覚

に障がいがあっても見えやすい工夫等であった。課題と好ましい配慮ともに、どの障害種

別にも共通するものと、視覚障害や肢体不自由等の障害種別に特徴的なものが見られた．

医療機関には双方の対応が求められているため、得られた情報を整理して医療機関に提供

することで、医療機関の対応や工夫の向上に役立つ可能性があることが示唆された。 
 
 

A．研究目的 

障害のある人の医療へのアクセスが阻害されてい

るという指摘は先進国においてもしばしば指摘され

ている。一方、日本においては 2016 年に障害者差別

解消法が施行されてからも、医療機関では十分な対

応マニュアル等が準備されているとはいいがたい状

況が続いており、医療現場での適切な対応を促すた

めの医療者向けの情報が必要な段階にある。 

本研究では、障害のある人が、がんなど、障害の原

疾患以外の疾病による医療機関の受診にあたり、適

切な対応を受けられるようするため、医療機関受診

時の当事者から見た課題と配慮を明らかにすること

を目的とする。 

 

B．研究方法 

1.対象 

国立障害者リハビリテーションセンター病院の外

来患者および自立支援局の利用者を対象とした。障

害の内訳は、肢体不自由、視覚障害、聴覚障害、音声・

言語機能障害（失語症）、高次脳機能障害、知的障害、

それらの重複障害等であった。 

 

2．調査 

研究者は、研究についての意図と内容について説

明し、同意の得られた協力者に個人インタビューま

たはグループインタビューを行った。インタビュー

時間は30分から1時間程度とし、下記の3つの質問を

中心とした。 

1. これまで医療機関を受診した中で、困った

経験はありますか。それはどのようなことでした

か。 

2. 医療機関の受診において、スタッフから好

ましい対応を受けた経験はありますか。それはど

のようなことでしたか。 

3. 適切に医療を受けるという点から見て、課

題だと思っていることはありますか。 

 

（倫理面への配慮） 

なお、本研究は、国立障害者リハビリテーションセ

ンターおよび国立がん研究センターの倫理審査委員

会の承認を得て実施した。 

 

3.分析方法 

対象者22名のうち逐語録が得られた15名の回答に

ついて計量テキスト分析を行った．計量テキスト分

析は、テキスト（文章型）データを計量的に分析する
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方法である。分析に使用したソフトは、KH Coderであ

る。 

 

C．研究結果 

1.出現数の高い抽出語（頻出語） 

回答の内容の概要を把握するため、対象者の、回

答について名詞に限定した出現数の高い語（頻出語）

を抽出した。その結果、頻出語は、出現数の高い順

に、「病院（64 回）」、「人（48 回）」、「自分（44 回）」、

「先生（42 回）」、「薬（34 回）」、「目（29 回）」、「杖

（20 回）」等であった（図 1）。 

図 1 名詞の頻出語（上位 20 位） 

 

2.頻出語の共起ネットワーク 

回答の内容の概要を把握するため、対象者の、回

答でについて全品詞の頻出語を用いて、共起ネット

ワークを作成した。共起ネットワークは、単語を接

続することで、単語の関係性をネットワークにして

表現するものである。共起ネットワークにより、単

語の関連性を可視化し、出現頻度の高い表現の把握

や文全体の趣旨の理解が可能となる。その結果、図

2 の共起ネットワークが抽出され、「病院」に関連す

る内容や、「予約」と「時間」と「待つ」、「杖」と「階

段」等のいくつかの単語間の関連が示された。 

 

3.頻出語の含まれる文章から見た課題 

①予約や待ち時間の長さ 

 

 

 

図 2 頻出語の共起ネットワーク（全品詞） 

 

 

実際の文章例：「何と言っても病院の待ち時間が

長くて最悪です。いろいろな科にまたがってるので

大体 1 日かかる（視覚障害） 」 

 

②受付の流れや場所のわかりにくさ 

実際の文章例：「どこに並んで順番を取ってと、

病院の受付の流れからもう分からない（視覚障害）」 

 

③案内の声や文字が小さい 

実際の文章例：「「誰々さん何番の部屋へどうぞ」

と先生がマイクで呼び出すんですけど、その声がぼ

そぼそという声で、何番という文字も最初は大きく

なかった。いったいどこに何番の部屋があって私は

何番に入れば良いのか（視覚障害）」 

 

④段差がある 

実際の文章例：「古い病院だとバリアフリーな所

も少ない。玄関の入り口入って段差がある（肢体不

自由）」 

 

4.頻出語の含まれる文章から見た好ましい配慮 

①専用会計があり待ち時間がない 

実際の文章例：「病院で良かったことは、会計の

時に車椅子用の会計スペースがあって一切待たな

くて良かったのが良かったです（肢体不自由）」 

 

②扉の色が鮮明で見にくくてもわかりやすい 

実際の文章例：「視力の悪い人って色弱の面があ

るので、ここの施設の扉なども凄いビビットな色で

塗ってあるんですけど、ああいう配慮も必要になっ
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てくるのかもしれない（視覚障害）」 

 

D．考察 

当事者対象調査では、高頻度で使用されていた語

の含まれる内容から、医療機関受診時の課題と好ま

しい配慮が確認された。課題は、受付、案内、段差、

説明に関するものであった。好ましい配慮は、待ち時

間が少なくなる工夫や、視覚に障がいがあっても見

えやすい工夫等であった。 

 

E．結論 

当事者調査の結果、課題と好ましい配慮ともに、ど

の障害種別にも共通するものと、視覚障害や肢体不

自由等の障害種別に特徴的なものが見られた。医療

機関には双方の対応が求められているため、得られ

た情報を整理して医療機関に提供することで、医療

機関の対応や工夫の向上に役立つ可能性があること

が示唆された。 
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